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三角すいの側面の回転体 

 

 図１の三角すいＡ－ＢＣＤは底面の三角形ＢＣＤが１辺１２㎝の直角二等辺三角形で，真上から見ると 

図２のようになり，頂点Ａは辺ＢＣと重なって見えます。 

図１のように，頂点Ｂを通り，底面ＢＣＤと垂直な直線Ｌを回転の軸として，この三角すいが１回転する

とき，次の問いに答えなさい。 

ただし，図３のように３辺の長さの比が５：１２：１３である三角形は直角三角形です。また，円周率は

３.１４とします。 

 

   図１              図２          図３ 

 

 

 

 

 

                                図４ 

 

 

 

 

 

 

（１）辺ＡＣ上に，両端の頂点Ａ，Ｃとは重ならない点Ｐがあります。点Ｐが動いたあとが半径５㎝の円の

円周になるとき，ＡＰとＰＣの長さの比を求めなさい。また，そのような点Ｐがない場合は，「ない」

と答えなさい。 

 

（２）三角形ＡＣＤが通過したあとの立体を，直線Ｌと垂直な面で切断したところ，図４のように中心が重

なる２つの円周に囲まれたドーナッツ型の図形になりました。図の△の長さは，最も短いときに何㎝で

すか。また，そのときの□の長さも求めなさい。 

 

 

  

最難関問題 
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三角すいの側面の回転体 （１）５０：１１９ （２）△…４
８

１３
㎝，□…６

６

１６９
㎝ 

 

（１）三角すいＡ－ＢＣＤが１回転すると，頂点Ａは半径５㎝，Ｃは半径１２㎝の円周を描きます。この様

子を真上から見ると，図①のようになります。真上から見た図においては頂点Ｂは回転軸Ｌと重なって

いるため，Ｂからの距離が円の半径になります。ＡＣ上にはＢからの距離がＡよりも近い部分があるの

で，辺ＡＣが通過した部分は円すいの側面の一部にはなりません。 

   図①の一部を拡大すると，図②のように点Ｐの位置を決めることができます。ここでＢからＡＣに垂

直な線ＢＱを引くと，三角形ＡＢＱは三角形ＡＢＣと相似になります。また，ＡＣの長さは１３㎝なの

で， 

ＡＱの長さは５×
５

１３
＝

２５

１３
（㎝），ＡＰの長さは

２５

１３
×２＝

５０

１３
（㎝）です。ＡＰとＰＣの実際の長

さの比は，図②におけるＡＰとＰＣの長さの比に一致するので， 

ＡＰ：ＰＣ＝
５０

１３
：（１３－

５０

１３
）＝５０：１１９です。 

 

図①            図② 
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（２）三角すいＡ－ＢＣＤが１回転するとき，辺ＡＤ上の点は半径が５㎝以上１２㎝以下の円周を描きます。

それに対して辺ＡＣ上の点は（１）で考えたように，半径が５㎝未満の円周を描くこともあります。半

径が最も小さくなるのは図②の点Ｑであり，この時の半径の長さは，５×
１２

１３
＝４

８

１３
（㎝）で，こ

れが△の最も短い長さになります。 

   ＡＱの長さは
２５

１３
㎝なので，ＡＱ：ＡＣ＝

２５

１３
：１３＝２５：１６９です。ここで，底面からＱと

等しい高さにある辺ＡＤ上の点をＲとすると，ドーナッツ型の切り口の様子は図③のようになります。

ＡＲ：ＡＤ＝２５：１６９なので，点Ｒが描く円周の半径の長さは， 

５＋（１２－５）×
２５

１６９
＝６

６

１６９
（㎝）で，これが△が最も短くなるときの□の長さにあたりま

す。 

 

   図③ 
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